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占
領
期
（
昭
和
二
〇
―
二
七
年
）
に
つ
い
て
は
、「
占
領
期
」
全
三
巻
を
刊
行

し
て
当
該
期
の
諸
問
題
に
関
す
る
主
要
な
文
書
を
収
録
し
た
。
ま
た
平
和
条
約
関

連
に
つ
い
て
は
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
」
全
三
巻
を
刊
行
し
て
関
係
文

書
を
収
録
し
た
。

本
巻
「
占
領
期　

関
係
調
書
集
」
は
、
こ
れ
ら
占
領
期
の
既
刊
に
採
録
さ
れ
た

文
書
を
内
容
的
に
補
完
す
る
関
係
調
書
四
冊
を
翻
刻
し
て
収
録
す
る
も
の
で
あ

る
。
総
ペ
ー
ジ
数
は
五
七
九
頁
で
あ
り
、
本
巻
の
刊
行
に
よ
っ
て
『
日
本
外
交
文

書
』
の
通
算
刊
行
冊
数
は
、
二
二
〇
冊
と
な
っ
た
。

一
、
本
巻
の
構
成

本
巻
が
収
録
す
る
調
書
は
、
外
務
省
な
い
し
は
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
が
作
成

し
た
以
下
の
四
冊
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
作
成
年
月
と
作
成
局
課
）。

「 

日
本
管
理
の
機
構
と
政
策
」（
昭
和
二
六
年
一
月
、
外
務
省
政
務
局
特
別

資
料
課
作
成
）

「 

今
次
賠
償
問
題
の
経
緯
」（
昭
和
二
二
年
一
月
、
外
務
省
調
査
局
第
二
課
・

終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
賠
償
部
作
成
）

「 

対
日
賠
償
問
題
の
経
緯
概
観
」（
昭
和
二
二
年
一
二
月
、
終
戦
連
絡
中
央

事
務
局
賠
償
部
作
成
）

「 

終
戦
ヨ
リ
最
近
マ
デ
ノ
在
外
邦
人
概
況
」（
昭
和
二
一
年
四
月
、
外
務
省

管
理
局
在
外
邦
人
部
作
成
）

二
、
本
巻
収
録
調
書
の
目
次
と
概
要

各
調
書
の
目
次
と
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）「
日
本
管
理
の
機
構
と
政
策
」

　

第
一
部　

総　

論

第
一
章　

終
戦
の
経
緯

第
二
章　

日
本
管
理
機
構

　

第
一
節　

極
東
委
員
会

　

第
二
節　

米
国
政
府
の
中
央
機
関

『
日
本
外
交
文
書
』
概
要

「
占
領
期　

関
係
調
書
集
」
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第
三
節　

連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部

　

第
四
節　

連
合
国
対
日
理
事
会

　

第
五
節　

地
方
軍
政
機
構

第
三
章　

日
本
管
理
に
関
す
る
基
本
文
書

第
四
章　

日
本
管
理
の
方
式

　

第
一
節　

連
合
国
の
権
力
の
根
拠

　

第
二
節　

日
本
政
府
と
連
合
国
最
高
司
令
官
の
関
係

　

第
三
節　

日
本
国
民
と
連
合
国
最
高
司
令
官
の
関
係

　

第
四
節　

日
本
政
府
の
管
轄
か
ら
除
外
さ
れ
た
事
項

　
　
　

一　

占
領
軍
軍
事
裁
判
所

　
　
　

二　

海
上
及
び
海
事
事
件
管
轄
占
領
軍
民
事
裁
判
所

　

第
二
部　

管
理
政
策

　
　
　

政　

治　

篇

第
一
章　

概
観

　

第
一
節　

初
期
の
政
治
管
理

　

第
二
節　

管
理
政
策
の
転
換

　

第
三
節　

対
日
講
和
問
題

第
二
章　

非
軍
事
化

　

第
一
節　

軍
備
の
廃
止

　
　
　

一　

復
員
と
武
装
解
除

　
　
　

二　

民
間
武
器
の
回
収

　
　
　

三　

軍
事
機
関
の
廃
止

　

第
二
節　

非
軍
事
化

　
　
　

一　

軍
事
法
令
の
廃
止

　
　
　

二　

軍
事
科
学
研
究
の
禁
止

　
　
　

三　

軍
需
品
生
産
の
禁
止

　

第
三
節　

公
職
追
放

　
　
　

一　

追
放
令
の
実
施

　
　
　

二　

訴
願
委
員
会
の
復
活
と
一
部
追
放
解
除

　
　
　

三　

他
の
追
放

　

第
四
節　

反
民
主
主
義
団
体
の
解
散

　

第
五
節　

戦
争
犯
罪
人
の
処
罰

　
　
　

一　

極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
東
京
裁
判
）

　
　
　

二　

Ｂ
・
Ｃ
級
戦
争
裁
判

　
　
　

三　

宣
誓
仮
出
所
制
度

第
三
章　

民
主
主
義
政
治
の
確
立

　

第
一
節　

憲
法

　
　
　

一　

憲
法
制
定
の
経
緯

　
　
　

二　

憲
法
の
施
行

　
　
　

三　

憲
法
の
特
色

　

第
二
節　

皇
室
制
度

　
　
　

一　

人
間
天
皇

　
　
　

二　

宮
内
機
構
の
改
革
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三　

皇
室
財
産
の
処
理

　
　
　

四　

皇
族
の
臣
籍
降
下
、
王
公
族
の
廃
止

　
　
　

五　

不
敬
罪
及
び
大
逆
罪
の
廃
止

　

第
三
節　

立
法
制
度

　
　
　

一　

国
会
の
地
位
の
向
上

　
　
　

二　

選
挙
権
の
拡
大

　
　
　

三　

国
会
内
部
の
改
革

　

第
四
節　

司
法
制
度

　
　
　

一　

司
法
権
の
優
位
と
自
立
性
の
強
化

　
　
　

二　

司
法
権
の
民
衆
化
と
基
本
的
人
権
の
尊
重

　

第
五
節　

警
察
制
度

　
　
　

一　

終
戦
直
後
に
お
け
る
警
察
に
対
す
る
措
置

　
　
　

二　

警
察
法
の
制
定

　
　
　

三　

海
上
保
安
庁
の
設
置

　
　
　

四　

警
察
予
備
隊
の
設
置
と
海
上
保
安
庁
の
強
化

　

第
六
節　

行
政
制
度

　
　
　

一　

行
政
権
の
地
位
に
お
け
る
改
革

　
　
　

二　

中
央
行
政
機
構
の
改
革

　
　
　

三　

行
政
委
員
会
制
度

　
　
　

四　

官
吏
制
度
の
改
革

　

第
七
節　

地
方
制
度

　
　
　

一　

第
一
次
改
革

　
　
　

二　

第
二
次
改
革

　
　
　

三　

第
三
次
改
革

　
　
　

四　

内
務
省
の
解
体

　
　
　

五　

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
地
方
財
政
の
確
立

　

第
八
節　

教
育

　
　
　

一　

戦
後
日
本
教
育
の
概
観

　
　
　

二　

主
な
教
育
改
革

　
　
　

三　

当
面
せ
る
諸
問
題

　

第
九
節　

宗
教

　
　
　

一　

 

宗
教
に
お
け
る
軍
国
主
義
・
超
国
家
主
義
の
排
除
及
び
宗
教
と
国

家
の
分
離

　
　
　

二　

宗
教
の
自
由
の
確
立

　

第
十
節　

言
論
報
道

　
　
　

一　

戦
時
中
の
言
論
取
締

　
　
　

二　

占
領
軍
の
言
論
政
策

　

第
十
一
節　

検
閲

　

第
十
二
節　

社
会
制
度

　
　
　

一　

華
族
制
度
の
廃
止

　
　
　

二　

暴
力
団
の
一
掃

　
　
　

三　

婦
人
の
解
放

　
　
　

四　

児
童
保
護

　
　
　

五　

医
療
制
度
の
改
善
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六　

社
会
保
障
制
度

　
　
　

七　

家
族
制
度
の
廃
止

　
　
　

八　

隣
組
・
警
防
団
等
の
廃
止

　
　
　

九　

夏
時
間
の
施
行
と
国
民
の
祝
日
制
定

　

第
十
三
節　

労
働

　
　
　

一　

基
本
方
針

　
　
　

二　

封
建
的
・
軍
国
的
労
働
態
勢
の
撤
廃

　
　
　

三　

労
働
体
制
の
民
主
化

　
　
　

四　

労
働
運
動
に
対
す
る
規
制

　
　
　

五　

国
際
労
働
社
会
へ
の
復
帰

第
四
章　

主
権
制
限
の
緩
和

　

第
一
節　

対
外
関
係

　
　
　

一　

外
交
機
能

　
　
　

二　

国
際
会
議
へ
の
参
加
と
国
際
機
関
へ
の
加
入

　
　
　

三　

海
外
渡
航

　
　
　

四　

外
国
人
の
入
出
国

　
　
　

五　

海
外
通
信

　

第
二
節　

立
法
上
・
司
法
上
・
行
政
上
の
制
限
と
そ
の
権
限
の
移
譲

　
　
　

一　

立
法

　
　
　

二　

司
法

　
　
　

三　

行
政

　
　
　

経　

済　

篇

第
一
章　

概
観

　

第
一
節　

終
戦
直
後
の
対
日
経
済
政
策

　

第
二
節　

対
日
経
済
政
策
の
転
換

　

第
三
節　

経
済
安
定
に
対
す
る
要
請
の
増
大
と
九
原
則
の
具
体
的
推
進

第
二
章　

財
政
金
融

　

第
一
節　

占
領
初
期
の
段
階

　
　
　

一　

財
政
関
係

　
　
　

二　

通
貨
及
び
貴
金
属
関
係

　
　
　

三　

金
融
機
関
関
係

　
　
　

四　

そ
の
他

　

第
二
節　

昭
和
二
十
一
年
下
半
期
か
ら
二
十
二
年
末
に
至
る
期
間

　

第
三
節　

均
衡
予
算
の
重
視
と
経
済
自
立
化
の
要
請

　

第
四
節　

ド
ッ
ジ
・
プ
ラ
ン
の
推
進

　

第
五
節　

昭
和
二
十
五
年
以
降

第
三
章　

在
日
外
国
人
の
経
済
活
動
と
民
間
外
資
の
動
向

　

第
一
節　

外
国
資
産
の
管
理
と
外
国
人
の
経
済
活
動

　

第
二
節　

 

外
国
人
の
経
済
活
動
に
対
す
る
制
限
の
大
幅
緩
和
（
日
本
経
済
自

立
化
へ
の
具
体
的
措
置
）

　

第
三
節　

外
国
人
の
対
日
投
資
活
動
の
許
可

　

第
四
節　

外
資
導
入
を
繞
る
綜
合
的
管
理
機
構
の
整
備

　

第
五
節　

外
資
導
入
の
受
入
体
制
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第
四
章　

貿
易

　

第
一
節　

終
戦
直
後
の
状
態

　

第
二
節　

民
間
輸
出
貿
易
の
制
限
付
許
可

　

第
三
節　

貿
易
機
構
正
常
化
の
促
進

第
五
章　

海
運

　

第
一
節　

船
舶
の
全
面
的
管
理
の
時
代

　

第
二
節　

海
運
民
営
化
へ
の
歩
み

　

第
三
節　

外
航
上
の
制
限
の
緩
和

第
六
章　

鉱
工
業

　

第
一
節　

直
接
軍
需
産
業
の
禁
止
と
民
需
産
業
へ
の
転
換

　

第
二
節　

軍
需
施
設
及
び
物
資
の
凍
結
と
そ
の
処
分

　

第
三
節　

軍
需
補
助
産
業
の
制
限
と
緩
和

　
　
　

一　

産
業
水
準

　
　
　

二　

製
鉄

　
　
　

三　

造
船

　
　
　

四　

精
油

　
　
　

五　

電
力

　
　
　

六　

軽
金
属

　
　
　

七　

人
造
石
油
・
合
成
ゴ
ム

　
　
　

八　

爆
発
物

　

第
四
節　

民
需
産
業
の
奨
励

　
　
　

一　

絹
業

　
　
　

二　

綿
業

　
　
　

三　

人
造
繊
維
工
業

　
　
　

四　

炭
鉱
業

　
　
　

五　

肥
料

　

第
五
節　

物
資
統
制

　
　
　

一　

占
領
初
期
の
統
制

　
　
　

二　

新
統
制
方
式
の
確
立

　
　
　

三　

統
制
の
緩
和

第
七
章　

漁
業

　

第
一
節　

管
理
の
基
本
方
針

　

第
二
節　

漁
区
の
設
定
と
そ
の
拡
張

　

第
三
節　

捕
鯨
業
に
対
す
る
関
心
と
援
助

　

第
四
節　

漁
船
の
登
録
と
漁
業
監
視
船
の
就
航

　

第
五
節　

漁
業
民
主
化
に
対
す
る
関
心

第
八
章　

財
閥
解
体

　

第
一
節　

財
閥
解
体
の
意
義

　

第
二
節　

財
閥
解
体
の
経
過

　

第
三
節　

証
券
民
主
化
・
集
排
法
及
び
独
占
禁
止
法

第
九
章　

農
地
改
革

　

第
一
節　

農
業
管
理
政
策
の
基
本
原
則

　

第
二
節　

農
地
改
革
の
意
義

　

第
三
節　

農
地
改
革
の
経
過
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第
十
章　

対
日
賠
償
問
題

　

第
一
節　

極
東
委
員
会
の
中
間
賠
償
計
画

　

第
二
節　

賠
償
工
場
の
管
理
保
全
指
令

　

第
三
節　

管
理
指
定
工
場
の
使
用
許
可

　

第
四
節　

中
間
賠
償
即
時
取
立
指
令

　

第
五
節　

中
間
賠
償
撤
去
中
止
声
明

　

第
六
節　

賠
償
撤
去
中
止
声
明
後
の
撤
去
経
過

附
録　

日
本
政
府
行
政
管
轄
及
び
漁
船
操
業
区
域
図

本
調
書
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
日
本
管
理
政
策
を
、
非
軍
事
化
、
公
職
追
放
、
戦
争
犯
罪

人
の
処
罰
、
憲
法
、
皇
室
制
度
、
立
法
制
度
、
司
法
制
度
、
行
政
制
度
、
教
育
、

宗
教
、
言
論
統
制
、
労
働
問
題
、
主
権
制
限
、
財
政
金
融
、
貿
易
、
海
運
、
漁
業
、

財
閥
解
体
、
農
地
改
革
、
賠
償
な
ど
の
問
題
ご
と
に
概
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

対
象
時
期
と
し
て
は
占
領
初
期
（
昭
和
二
〇
年
九
月
）
か
ら
昭
和
二
五
年
末
ま

で
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
な
お
、
本
調
書
の
追
加
文
書
と
し
て
、
昭
和
二
六
年
六

月
に
特
別
資
料
課
に
よ
っ
て
「
追
記
と
総
索
引
」
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、こ
の
「
追

記
と
総
索
引
」
の
「
追
記
」
部
分
（
昭
和
二
六
年
一
〜
六
月
を
カ
バ
ー
）
も
収
録

し
た
。

占
領
期
に
お
い
て
は
、
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
か
ら
日
本

政
府
に
対
し
て
、
日
本
の
民
主
化
・
非
軍
事
化
に
向
け
た
数
多
く
の
指
令
が
発
せ

ら
れ
た
。『
日
本
外
交
文
書
』「
占
領
期
」
全
三
巻
で
は
、
主
な
指
令
を
採
録
し
た

が
、
こ
れ
ら
指
令
に
対
応
し
た
国
内
措
置
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
関
係
史
料
を

網
羅
的
に
採
録
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
本
調
書
は
法
整
備
の
経
緯
な
ど
日
本
側
の

対
応
を
簡
潔
に
記
述
し
て
お
り
、
採
録
さ
れ
た
重
要
指
令
と
あ
わ
せ
て
読
む
こ
と

に
よ
り
、
問
題
の
経
緯
や
日
本
側
の
対
応
振
り
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。

本
調
書
の
内
容
は
、
既
刊
「
占
領
期
」
の
項
目
一
「
占
領
政
策
へ
の
対
応
」、

項
目
二
「
外
交
権
の
停
止
」、
項
目
三
「
日
本
国
憲
法
の
制
定
」、
項
目
四
「
中
間

賠
償
」、
項
目
五
「「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
ラ
イ
ン
」
を
め
ぐ
る
漁
業
問
題
」、
項
目

六
「
極
東
国
際
軍
事
裁
判
開
廷
ま
で
の
対
応
」
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
の
で
、

各
収
録
文
書
を
あ
わ
せ
て
参
照
あ
り
た
い
。

（
２
）「
今
次
賠
償
問
題
の
経
緯
」

は
し
が
き

緒
言

　
　

前
篇　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
賠
償
問
題

第
一
．
対
独
賠
償
問
題

　
　

一
．
対
独
賠
償
に
関
す
る
ポ
ツ
ダ
ム
協
定

　
　

二
．
ド
イ
ツ
の
賠
償
及
び
平
時
経
済
に
関
す
る
米
国
務
省
の
声
明

　
　

三
．
戦
後
ド
イ
ツ
経
済
水
準
計
画

　
　

四
．
其
の
後
の
対
独
賠
償
問
題

第
二
．
旧
枢
軸
衛
星
諸
国
の
賠
償
問
題

　
　

後
篇　

対
日
賠
償
問
題



－ 181 －

『日本外交文書　占領期　関係調書集』概要

第
一
．
対
日
賠
償
問
題
の
経
過

第
二
．
中
間
賠
償
計
画
の
我
国
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

第
三
．
最
終
賠
償
計
画
に
関
す
る
ポ
ー
レ
ー
案
と
そ
の
影
響

第
四
．
日
本
の
賠
償
及
び
平
和
経
済
に
関
す
る
諸
見
解

第
五
．
賠
償
問
題
の
国
内
面

第
六
．
賠
償
問
題
の
今
後

結
言

本
調
書
は
前
編
と
後
編
の
二
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
前
編
は
対
独
賠
償
問
題

を
概
説
し
た
も
の
で
、
日
本
側
が
ド
イ
ツ
の
事
例
を
細
か
く
調
査
し
、
こ
れ
を
参

考
に
し
つ
つ
対
日
賠
償
問
題
へ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

後
編
は
対
日
賠
償
問
題
の
経
緯
を
概
説
し
た
も
の
で
、
昭
和
二
〇
年
一
一
月
の

ポ
ー
レ
ー
特
別
使
節
団
の
来
日
か
ら
翌
年
一
一
月
の
ポ
ー
レ
ー
最
終
報
告
提
出
に

よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
中
間
賠
償
の
方
向
性
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
が
詳
述
さ
れ

て
い
る
。

本
調
書
の
内
容
は
、
既
刊
「
占
領
期
」
の
項
目
四
「
中
間
賠
償
」
に
対
応
し
て

い
る
の
で
、
各
収
録
文
書
を
あ
わ
せ
て
参
照
あ
り
た
い
。

（
３
）「
対
日
賠
償
問
題
の
経
緯
概
観
」

第
一
、
総
説

　

一
、
対
日
賠
償
の
基
本

　

二
、
極
東
委
員
会
の
主
要
決
定

　

三
、
総
司
令
部
の
軍
需
施
設
処
理
と
中
間
三
割
前
渡
実
施

　

四
、
米
国
の
対
日
賠
償
計
画
再
検
討

　

五
、
各
国
の
対
日
賠
償
態
度

　

六
、
対
日
賠
償
最
終
配
分
案
の
審
議
経
過

第
二
、
対
日
賠
償
の
基
本

　

一
、
ポ
ツ
ダ
ム
米
英
華
三
国
宣
言　

一
九
四
五
年
七
月
二
十
六
日

　

二
、
降
服
後
に
お
け
る
米
国
初
期
の
対
日
処
理
方
針　

一
九
四
五
年
九
月
六
日

　

三
、
ポ
ー
レ
ー
中
間
報
告
案　

一
九
四
五
年
十
二
月
十
八
日

　

四
、
極
東
委
員
会
中
間
計
画　

一
九
四
六
年
五
月
十
三
日
―
十
二
月
六
日

　

五
、
ポ
ー
レ
ー
最
終
報
告
案　

一
九
四
六
年
十
一
月
十
六
日

第
三
、
極
東
委
員
会
の
主
要
決
定

　

一
、
対
日
基
本
政
策　

一
九
四
七
年
七
月
十
一
日

　

二
、
日
本
軍
需
施
設
処
理
指
令　

一
九
四
七
年
八
月
十
四
日

　

三
、
日
本
生
活
水
準
政
策
命
令　

一
九
四
七
年
一
月
二
十
三
日

　

四
、
撤
去
施
設
引
渡
原
則
決
定　

一
九
四
七
年
二
月

　

五
、
撤
去
順
位
決
定　

一
九
四
七
年
五
月
二
十
二
日

第
四
、
米
国
政
府
の
中
間
三
割
前
渡
指
令　

一
九
四
七
年
四
月
三
日

第
五
、
総
司
令
部
の
措
置

　

一
、 

極
東
委
員
会
中
間
計
画
に
基
づ
く
賠
償
工
場
の
指
定
、
管
理
そ
の
他
の

指
令　

一
九
四
六
年
一
月
二
十
日
以
降

　
　
（
一
）
工
場
の
指
定　

一
九
四
六
年
一
月
二
十
日
―
十
二
月
二
十
一
日

　
　
（
二
）
管
理
保
全　

一
九
四
六
年
九
月
二
十
日
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（
三
） 

財
産
目
録
作
成　

一
九
四
六
年
六
月
十
五
日
―
一
九
四
七
年
五
月

十
五
日

　
　
（
四
）
評
価

　

二
、
総
司
令
部
の
賠
償
処
理
要
領　

一
九
四
七
年
六
月
三
日

　

三
、
連
合
国
賠
償
技
術
諮
問
委
員
会
の
設
立　

一
九
四
七
年
五
月
二
十
二
日

　

四
、
中
間
三
割
前
渡
指
令

　
　
（
一
） 

第
一
回
三
割
割
当
開
始
に
関
す
る
渉
外
局
発
表　

一
九
四
七
年
七

月
九
日

　
　
（
二
） 

賠
償
施
設
撤
去
引
渡
に
関
す
る
準
備
指
令　

一
九
四
七
年
七
月

二
十
二
日

　
　
（
三
） 

第
一
回
三
割
前
渡
決
定
に
関
す
る
渉
外
局
発
表　

一
九
四
七
年
九

月
十
六
日

　
　
（
四
）
第
一
回
三
割
前
渡
に
関
す
る
正
式
指
令　

一
九
四
七
年
十
月
二
日

　
　
（
五
） 

前
渡
計
画
に
基
づ
く
割
当
追
加
に
関
す
る
渉
外
局
発
表　

一
九
四
七
年
十
二
月
三
日

　
　
（
六
）
割
当
通
告　

一
九
四
七
年
十
一
月
二
十
四
日
―
十
二
月
二
十
六
日

　
　
（
七
）
輸
送
許
可

　

五
、 

特
殊
用
途
機
械
及
び
施
設
の
破
壊
に
関
す
る
指
令　

一
九
四
七
年
十
月

二
十
一
日

第
六
、
米
国
の
対
日
賠
償
調
査
団
派
遣

　

一
、
ス
ト
ラ
イ
ク
賠
償
委
員
の
来
朝　

一
九
四
七
年
一
月
二
十
八
日

　

二
、
米
国
海
外
調
査
団
の
来
朝　

一
九
四
七
年
八
月
十
日

第
七
、
賠
償
指
定
工
場
の
現
況

第
八
、
各
国
の
対
日
賠
償
態
度
に
関
す
る
主
な
る
新
聞
報
道

　

一
、
米
国

　
　

イ
、
マ
元
帥
、
在
京
外
人
記
者
団
会
談　

一
九
四
七
年
三
月
十
七
日

　
　

ロ
、
ア
チ
ソ
ン
大
使
の
帰
米
談
話　

一
九
四
七
年
二
月
十
四
日

　
　

ハ
、 

総
司
令
部
賠
償
係
官
の
米
政
府
に
対
す
る
対
日
賠
償
に
関
す
る
報
告  

一
九
四
七
年
四
月

　
　

ニ
、
フ
ー
ヴ
ア
ー
元
大
統
領
の
勧
告　

一
九
四
七
年
五
月
二
十
六
日

　
　

ホ
、 

米
下
院
外
交
分
科
委
員
会
の
対
日
独
賠
償
打
切
り
勧
告　

一
九
四
七

年
七
月
三
日

　
　

ヘ
、 

シ
ー
ボ
ル
ド
対
日
理
事
会
議
長
の
日
本
工
業
水
準
引
上
げ
論　

一
九
四
七
年
十
月
一
日

　
　

ト
、
ス
ト
ラ
イ
ク
氏
の
ポ
ー
レ
ー
賠
償
案
廃
止
論　

一
九
四
七
年
九
月
一
日

　
　

チ
、
対
日
賠
償
緩
和
予
想　

一
九
四
七
年
九
月
一
日

　
　

リ
、 

第
八
軍
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
司
令
官
の
対
日
賠
償
に
関
す
る
帰
米
談

話　

一
九
四
七
年
十
一
月
二
十
五
日

　

二
、
英
連
邦

　
　

イ
、
英
国
の
対
日
賠
償
要
求　

一
九
四
七
年
五
月
八
日

　
　

ロ
、 

キ
ヤ
ン
ベ
ラ
会
議
に
お
け
る
対
日
賠
償
問
題　

一
九
四
七
年
八
月

二
十
四
、五
日

　
　

ハ
、
ビ
ル
マ
の
対
日
賠
償
要
求　

一
九
四
七
年
六
月
十
五
日

 

三
、
印
度
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イ
、
印
度
の
対
日
賠
償
態
度　

一
九
四
七
年
六
月
五
日

　

四
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　

イ
、
駐
華
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
濠
大
使
の
談
話　

一
九
四
七
年
十
月
二
十
九
日

　
　

ロ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
日
賠
償
新
提
案　

一
九
四
七
年
十
一
月
十
八
日

　

五
、
ソ
ヴ
イ
エ
ト
（
概
説
）

　

六
、
中
国
（
概
説
）

　

七
、
フ
イ
リ
ピ
ン

　
　

イ
、
フ
イ
リ
ピ
ン
の
対
日
賠
償
要
求　

一
九
四
六
年
六
月
十
三
日

　
　

ロ
、
フ
イ
リ
ピ
ン
の
対
日
賠
償
追
加
要
求　

一
九
四
六
年
七
月
十
九
日

　
　

ハ
、 

対
フ
イ
リ
ピ
ン
賠
償
額
一
億
五
千
万
ド
ル　

一
九
四
七
年
四
月

二
十
六
日

　
　

ニ
、 

フ
イ
リ
ピ
ン
、
ロ
ム
ロ
代
表
の
対
日
賠
償
早
急
解
決
要
望　

一
九
四
七
年
十
月
三
十
日

　
　

ホ
、
フ
イ
リ
ピ
ン
の
一
五
％
強
硬
要
求　

一
九
四
七
年
十
二
月
十
七
日

　
　

八
、
仏
国

　
　

イ
、
仏
国
の
対
極
東
賠
償
要
求　

一
九
四
六
年
七
月
二
十
日

　
　

ロ
、 

仏
国
の
対
日
中
間
三
割
前
渡
に
対
す
る
不
満　

一
九
四
七
年
四
月

十
九
日

第
九
、
対
日
賠
償
最
終
配
分
案
の
審
議
経
過

第
十
、 

賠
償
対
象
貴
金
属
の
貿
易
回
転
基
金
え
の
利
用
承
認　

一
九
四
七
年
八

月
十
四
日

　

附
表　

極
東
委
員
会
中
間
賠
償
計
画

本
調
書
は
、
は
じ
め
に
対
日
賠
償
問
題
の
基
本
的
な
流
れ
と
し
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
発
出
か
ら
ポ
ー
レ
ー
最
終
報
告
が
出
さ
れ
る
ま
で
を
簡
潔
に
説
明
し
た
上
で
、

ポ
ー
レ
ー
最
終
報
告
以
降
、
昭
和
二
二
年
一
二
月
に
賠
償
対
象
施
設
の
撤
去
が
開

始
さ
れ
る
直
前
ま
で
の
経
緯
を
概
説
す
る
。
特
に
二
二
年
四
月
に
日
本
の
賠
償
能

力
の
三
割
に
当
た
る
施
設
を
移
設
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
以
後
の
具
体
的
な

動
き
や
、 

同
年
二
月
に
ス
ト
ラ
イ
ク
調
査
団
が
来
日
し
、
従
来
の
取
り
立
て
案
と

日
本
経
済
の
現
状
と
の
比
較
研
究
を
開
始
し
た
こ
と
な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
対
日
賠
償
問
題
に
関
す
る
各
国
の
態
度
を
、
報
道
振
り
か
ら
整
理
し
て

国
別
に
概
説
し
た
記
述
も
あ
り
、
二
二
年
末
ま
で
の
各
国
の
動
向
に
つ
い
て
も
理

解
で
き
る
。

本
調
書
の
内
容
は
、
既
刊
「
占
領
期
」
の
項
目
四
「
中
間
賠
償
」
に
対
応
し
て

い
る
の
で
、
各
収
録
文
書
を
あ
わ
せ
て
参
照
あ
り
た
い
。

（
４
）「
終
戦
ヨ
リ
最
近
マ
デ
ノ
在
外
邦
人
概
況
」

第
一
、
千
島

第
二
、
樺
太

第
三
、
朝
鮮

　

一
、
南
朝
鮮

　

二
、
北
朝
鮮

　
　
（
一
）
東
部

　
　
（
二
）
西
部
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第
四
、
満
洲

　

一
、
概
説

　

二
、
長
春

　

三
、
奉
天

　

四
、
哈
爾
賓

　

五
、
斉
々
哈
爾

　

六
、
吉
林

　

七
、
安
東

　

八
、
撫
順

　

九
、
錦
州

　

一
〇
、
旅
順
、
大
連

　

一
一
、
開
拓
民
関
係

第
五
、
華
北

　

一
、
張
家
口

　

二
、
大
同

　

三
、
包
頭

　

四
、
厚
和

　

五
、
北
京

　

六
、
天
津

　

七
、
塘
沽

　

八
、
山
海
関

　

九
、
北
戴
河

　

一
〇
、
唐
山

　

一
一
、
太
原

　

一
二
、
石
門

　

一
三
、
青
島

　

一
四
、
威
海
衛

　

一
五
、
龍
口

　

一
六
、
坊
子

　

一
七
、
芝
罘

　

一
八
、
開
封

　

一
九
、
済
南

第
六
、
華
中

　

一
、
南
京

　

二
、
蚌
埠

　

三
、
蕪
湖

　

四
、
杭
州

　

五
、
蘇
州

　

六
、
徐
州

　

七
、
海
州

　

八
、
漢
口

　

九
、
九
江

　

一
〇
、
馬
鞍
山

　

一
一
、
安
慶
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一
二
、
上
海

第
七
、
華
南

　

一
、
厦
門

　

二
、
汕
頭

　

三
、
広
東

　

四
、
海
南
島

第
八
、
香
港

第
九
、
台
湾

第
一
〇
、
南
方
地
域

　

一
、
印
度
支
那

　
　
（
一
）
北
部

　
　
（
二
）
南
部

　

二
、「
シ
ヤ
ム
」

　

三
、
馬
来
・「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」

　

四
、「
ビ
ル
マ
」・「
ア
ン
ダ
マ
ン
」・「
ニ
コ
バ
ル
」

　

五
、「
ジ
ヤ
ワ
」

　

六
、「
ス
マ
ト
ラ
」

　

七
、「
ボ
ル
ネ
オ
」

　

八
、「
セ
レ
ベ
ス
」

　

九
、
南
洋
群
島

本
調
書
は
終
戦
直
後
か
ら
昭
和
二
一
年
春
ま
で
に
お
け
る
在
外
邦
人
の
状
況
を

概
説
し
た
も
の
で
、
千
島
、
樺
太
、
朝
鮮
、
満
州
、
中
国
（
華
北
・
華
中
・
華
南
）、

香
港
、
台
湾
、
南
方
地
域
（
イ
ン
ド
シ
ナ
・
タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ビ
ル
マ
ほ

か
）
と
い
う
形
で
地
域
別
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
本
調
書
の
作
成
時
期
は
、
ソ
連

軍
占
領
地
域
以
外
か
ら
の
在
外
邦
人
帰
還
事
業
が
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
っ
た
頃
で

あ
り
、
地
域
ご
と
の
集
結
・
帰
国
状
況
や
残
留
者
の
生
活
状
況
な
ど
が
詳
述
さ
れ

て
い
る
。

本
調
書
の
内
容
は
、
既
刊
「
占
領
期
」
の
項
目
七
「
邦
人
の
引
揚
げ
問
題
」
に

対
応
し
て
い
る
の
で
、
各
収
録
文
書
を
あ
わ
せ
て
参
照
あ
り
た
い
。


